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１）現在の業務 

　　・ソラミツ株式会社 代表取締役社長 

　　・東京工業大学 経営システム工学 特任教授 

　　・ISO/TC307 ブロックチェーン国際標準化 日本代表委員 

　　・日本銀行　デジタル通貨分科会ラウンドテーブル委員 
　　・自民党　金融調査会　アドバイザー 

　　・内閣官房　IT総合戦略室　官民連携推進会合委員 

　　・経産省　ブロックチェーン・エコシステム強化事業委員 
　　・国土強靭化基本計画レジリエンスジャパン推進協議会委員 

２）経歴 

　　・ソラミツ 取締役COO「カンボジア中銀デジタル通貨総責任者」 

　　・金融庁 金融審議会委員「資金決済法の立法」 

　　・ビックデータ共創機構　代表取締役社長 

　　・ビットワレット常務取締役「日本初の電子マネーEdy創業者」 

　　・ソニー株式会社「交通カードSuicaなどの開発」 

３）著書 
　　・電子マネー革命はソニーから楽天に引き継がれた 
　　・世界初の中銀デジタル通貨「バコン」を実現したスタートアップ

自己紹介　宮沢　和正 
Self introduction
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カンボジア中央銀行デジタル通貨 

CBDC in Cambodia
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カンボジアの経済状況  
Economic situation in Cambodia

平成２９年 出所

ドル等外貨流通比率
Dollar ratio 83%

国際通貨基金 (IMF) ：マネーサプライ
(M2)に占める外貨預金の割合

銀行預金ドル比率 94%
カンボジア国立銀行：銀行預金に占め
るドルの割合

銀行貸出ドル比率 98%
カンボジア国立銀行：銀行貸出に占め
るドル建ての割合

リエル対ドルレート 1ドル＝約4000リエルで安定 カンボジア国立銀行が、リエル買い介
入により相場をコントロール

銀行口座開設率
Bank account open 22% 世界銀行統計
スマートフォン普及率

Smartphone 150% 世界銀行統計

・外資規制を緩和し、国外からの直接投資や開発援助等の資金を取り込み順調な経済発展 

・副作用としてドル化が深刻な水準、政府や中銀が経済や金融を一部しかコントロールできていない 

・リエル建て銀行貸出、債権市場育成、商品価格のリエル建て表記等、自国通貨の利用拡大を推進

出所：令和元年5月 カンボジア経済~金融セクターのリスク~ 国際通貨研究所
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カンボジア中央銀行デジタル通貨の開発経緯 
Development history of Cambodia CBDC

新しい決済システムへの 

ブロックチェーンを検討開始 

Start survey of new payment

プロトタイプの結果より 

本番システム開発決定

本番システム開発完了 

パイロット運用開始 

Pilot test startソラミツと共同開発調印 

ブロックチェーン採用決定 

Joint development with Soramitsu

10月末 正式運用開始
Official start

NATIONAL BANK 

OF CAMBODIA

4月

7月

1月

10月末
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● 2016年時点でのカンボジア決済システムの課題 

● キャッシュレス決済事業者が乱立し、相互運用性がない No interoperability 

● 決済手数料、加盟店手数料が高い High settlement cost 

● 加盟店への現金振り込みに時間がかかり資金繰りが悪化 Cash flow worsens  

● 決済事業者の倒産・不正などのリスク Default and fraud risk 

●カンボジア国立銀行は２つのオプションを検討 

　A案：決済事業者を既存の銀行ネットワークに接続し同等の規制（規制強化・人間系で管理） 

　　　→決済事業者にとってシステム対応・コンプライアンスコストが重荷 

　　　　Connect to current banking network 
　B案：中銀デジタル通貨を整備し、決済事業者を含む金融機関に参加させ、　 

　　　相互連結して、全国共通の財布を作る方法（仕組み・システムで事故防止） 
　　　→システム対応・コンプライアンスコストは抑制 

　　　　Build CBDC 
●B案を選択。中銀デジタル通貨の構築にはブロックチェーン技術が必須と結論 

  Conclude that blockchain technology is essential for building CBDC

なぜ中銀デジタル通貨を導入することになったのか 
Why Cambodia launch CBDC?
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カンボジア中銀デジタル通貨導入の目的 
Objective of Cambodia CBDC

１、金融包摂、金融政策力の維持、銀行口座開設率の向上 
　Financial inclusion, maintenance of monetary policy, improvement of 
bank account opening rate 
・農村地域などでもオンライン・本人確認不要でバコンサービス開始 

・本人確認・銀行口座開設により、バコンと口座が連携し上限額UP 

２、自国通貨の強化、電子商取引、クロスボーダー決済 
Strengthening home currency, e-commerce, cross-border payments 
・自国通貨の利便性向上、電子商取引の決済、民間モバイル送金等への対抗 
・タイ中央銀行、マレーシア・メイバンクとのクロスボーダー決済一部稼働中 

３、最先端システム、国家全体の決済アーキテクチャ簡素化 
State-of-the-art system, simplification of national payment architecture 
・リテール決済からホールセール決済（RTGS）を同一のシステムで処理 

・決済手段乱立の解消、現金流通コストを削減
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世界初の中央銀行デジタル通貨の正式運用 
Official start of world first CBDC

・2020年10月28日、カンボジア国立銀行は中央銀行デジタル通貨「バコン」の正式運用開始 
・１８銀行が参加、２４銀行が準備中、１６００万人が電話番号・QRコードで送金・支払い 
18 banks participated, 24 banks preparing, 16 million people can send and pay via phone number or QR code






























